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愛媛県MSW協会 教育部会 

定例会報告書 
2024年 2月 

 

研修名： 教育部会２月定例会 

内 容： オンライン交流会 

講 師： 愛媛県立中央病院 小笠原MSW 

     栗林病院     野本MSW 

     道後温泉病院   三好MSW 
 

開催日時：2024年 2月 17日（土）14：00～15：55 

参加者数：13名 

報告内容： 

 昨年度協会員に対して行ったアンケートの中で、希望の多かった交流会を初めての試

みとして開催しました。感染対策のため、集合での交流会は開催できませんでしたが、

オンラインで１３名の方と繋がることができました。 

 まず話題提供として、MSWの一日を急性期病院、リハビリ機能の病院、その他の医

療機関それぞれのMSWから発表していただきました。それぞれの医療機関の役割を

改めて確認することができ、また、組織の中でMSWがどのような役割を担っている

のか知る機会となりました。一日の流れを知ることで、MSWに相談しやすい時間はあ

るかということなど、細かな点も確認できたと思います。 

 続いて、２回のグループワークを行いました。１回目のグループワークは医療機関の

機能別（急性期病院、リハビリ病院、その他）、２回目のグループワークは経験年数別

で３つのグループに分かれました。それぞれグループワークの後は全体共有の時間を持

ち、グループを超えての意見交換を行うことができました。終始和やかな雰囲気で交流

会を行うことができ、ご参加いただいた皆様より「オンラインでも顔と名前が一致して

お話することができて良かった。」、「ワーカーの１日を知ることができて相談しやす

くなった。」、「また次の交流会を楽しみにしています！」等のご意見をいただくこと

ができました。当日ご発表いただいた講師の方には、グループワークの際にファシリテ

ーターとしてもご参加いただき、本当にありがとうございました。 

感染症対策が引き続き必要な状況ですが、今後もこのような顔の見える交流が図れる

機会を持つことができればと思います。 

 

報告者：越智実乃理 古川孝司 

お知らせ 

来年度も定例会へのご参加をお待ちしております。 

 


